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「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
」に
よ
る

　
　
　
　

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
展
開
の
可
能
性

―
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
試
み
―

学
長　

進 

村 

武 

男

　

自
然
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
人
間

社
会
を
実
現
す
る
に
は
、「
科
学
技
術
」

と「
文
化
芸
術
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。20
世
紀
の
科
学
技
術
万

能
時
代
は
、
結
果
的
に
地
球
環
境
の
破

壊
を
誘
発
し
、21
世
紀
は
そ
の
修
復
に
追

わ
れ
る
奇
妙
な
現
象
が
起
き
て
い
る
。
何

か
に
つ
け
て
先
行
き
不
透
明
感
が
漂
う

こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
時

代
感
覚
を
見
直
し
、
科
学
技
術
と
文
化

芸
術
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社
会
に
変
革

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

社
会
を
変
革
す
る
に
は
思
い
切
っ
た「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョン
」
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
物
事
を
新
し
い
考
え

方
で
捉
え
、技
術
革
新
だ
け
で
な
く
、ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
新

た
な
価
値
を
創
造
し
、
社
会
を
前
進
さ
せ

る
創
造
的
な「
人
」の
活
動
を
意
味
す
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
人
に
よ
っ
て
促
進
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、人
と
人
と
の
新
た
な「
出

会
い
」と「
知
恵
を
出
し
合
う
」場
が
必
要

に
な
る
。異
分
野
の
人
と
の
出
会
い
、実
践

力
を
身
に
つ
け
た
企
業
人
と
の
出
会
い
、

生
活
を
と
も
に
す
る
市
民
と
の
出
会
い
、

産
学
官
の
連
携
か
ら
地
域
社
会
を
大
き

く
前
進
さ
せ
る
き
っ
か
け
が
つ
く
ら
れ

る
。そ
し
て
、「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
」
を

推
進
す
る
に
は
、「
地
域
特
性
に
注
目
し

た
新
た
な
価
値
の
創
造
」に
全
力
を
傾
注

す
る
。そ
う
す
れ
ば
他
の
地
域
と
は
競
合

せ
ず
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
展
開
は
そ

の
ま
ま
日
本
一・
世
界
対
応
型
の
展
開
に

繋
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、人
は
確
実
に
年
を
と
り
活
力
を

低
下
さ
せ
る
。こ
の
た
め
、「
出
会
い
と
交

流
の
場
」
に
は
若
者
や
学
生
の
参
加
が
大

切
に
な
る
。気
長
に
次
代
を
担
う
人
材
の

育
成
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
若

者
や
学
生
が
参
加
し
な
い
組
織
や
社
会

は
衰
退
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
科
学
技

術
と
文
化
芸
術
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
社

会
の
実
現
、
異
分
野
の
連
携
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
る
新
た
な
価
値
の
創
造
、
ア
イ

デ
ア
の
創
出
、そ
し
て
、人
材
の
育
成
、次

代
を
担
う
学
生
の
参
加
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
展
開
の
基
盤
的
な
事
項
に
見
え
て
く

る
。
こ
の
基
盤
的
事
項
を
無
理
な
く
満
た

し
て
い
る
枠
組
み
が
、
す
な
わ
ち「
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
」で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
」
に
よ

る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
展
開
は
十
分
に

可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
、
そ
の
実

現
に
期
待
し
て
い
る
。

宇
都
宮
大
学



大学コンソーシアムとちぎ

学生活動支援事業
機　

関　

名　
宇
都
宮
大
学・宇
都
宮
共

和
大
学・白
鷗
大
学・国
際

医
療
福
祉
大
学・作
新
学

院
大
学・文
星
芸
術
大
学

団
体
等
名　

と
ち
が
く
の
わ

学
生
代
表
者　

高
木　

大
輔

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部

社
会
学
科
４
年

責
任
教
職
員　

陣
内　

雄
次

 
　
　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

実
施
時
期 
平
成
21
年
８
月
9
日（
日
）

実
施
場
所　
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア

事
業
の
内
容
等

　

２
０
０
９
年
８
月
９
日
（
日
）、
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で

合
同
学
園
祭「
と
ち
フ
ェ
ス
‘90
」を
実
施
し
た
。具
体
的

に
は
ス
テ
ー
ジ
、広
場
で
栃
木
県
内
の
ご
当
地
ク
イ
ズ
大

会
、各
大
学
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
バン
ド
演
奏
、ダ
ン
ス
シ

ョ
ー
、Ｔ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ（
お
笑
い
大
会
）等
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、各
テ
ン
ト
の
ブ
ー
ス
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の

特
色
を
生
か
し
た
催
し
を
行
っ
た
。宇
都
宮
大
学
か
ら

は
国
際
協
力
サ
ー
ク
ル「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
」に

よ
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
し
、
宇
都
宮
共
和

大
学
の「
都
市
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
研
究
会
」は
仙
台
市
と
宇

都
宮
市
の
写
真
を
展
示
・
比
較
し
、
宇
都
宮
市
が
仙

台
市
に
学
ぶ
点
を
来
場
者
に
説
明
し
た
。国
際
医
療
福

祉
大
学
の
看
護
学
生（
有
志
参
加
）は
、
簡
単
な
健
康

診
断
を
実
施
し
、文
星
芸
術
大
学
の
学
生
は
似
顔
絵
コ

ー
ナ
ー
を
、
作
新
学
院
の
サ
ー
ク
ル「
ぴ
あ
が
ー
で
ん
」は

来
場
者
に
簡
単
な
心
理
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。さ
ら
に
、
白

鴎
大
学
の「
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
」、
宇
都
宮
大
学
の「
あ
め

ん
ぼ
う
」
両
サ
ー
ク
ル
が
共
同
で
ブ
ー
ス
内
の
子
ど
も
た

ち
が
遊
べ
る「
こ
ど
も
パ
ー
ク
」を
設
置
し
た
。　

　

今
回
の
学
園
祭
で
は
、
各
大
学
の
連
携
以
外
に
も
、

栃
木
県
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
団
体
・
機
関
等
と
の
連

携
も
試
み
た
。県
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
道
芸
人
さ

ん
に
よ
る
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
オ
リ
オ
ン
通
り
で
人
気
の
バ

ー
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ス
テ
ー
ジ
上
で
行
っ

た
。

　

テ
ン
ト
内
の
ブ
ー
ス
で
は
、
宇
都
宮
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
て
協
力
を
要
請
し
た「
台
湾
友
好
会
」、「
ミ

ナ
ト
ン
グ
（
タ
イ
料
理
）」
に
そ
れ
ぞ
れ
台
湾
ス
イ
ー
ツ
、

タ
イ
焼
き
そ
ば
等
の
販
売
を
行
って
い
た
だ
い
た
。

と
ち
が
く
の
わ

‘09

事 業 名

機　

関　

名　
宇
都
宮
大
学

団
体
等
名　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ち
ぎ
生
涯
学
習

　
　
　
　
　
　

研
究
会

学
生
代
表
者　

村
上　

澪
生

宇
都
宮
大
学
農
学
部
農

業
経
済
学
科
１
年

責
任
教
職
員　

藤
井
佐
知
子

 

　
　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

実
施
時
期 

平
成
21
年
12
月
12
日

　
　
　
　
　
　
　

16
時
か
ら
19
時

実
施
場
所　
宇
都
宮
大
学　

大
学
会
館

　
　
　
　
　
　

 

内
食
堂

事
業
の
内
容
等

　

宇
都
宮
大
学
に
て
12
月
12
日
に
第
５
回

緑
を
育
て
る
た
め
の
学
生
交
流
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
「
環
境
問
題
に
関
す
る
後
援
会
」

で
は
、
宇
都
宮
大
学
の
進
村
武
男
学
長
を
は

じ
め
、栃
木
県
環
境
森
林
部
地
球
温
暖
化
対

策
課
環
境
学
習
・
保
全
担
当 

河
俣
雅
久
様
、

宇
都
宮
市
環
境
部
長
津
田
昌
利
様
、
社
団

法
人
栃
木
県
造
園
建
設
業
協
会
会
長
高
梨

道
太
郎
様
を
お
招
き
し
て
環
境
問
題
に
対

し
て
、
植
樹
活
動
や
栃
木
と
い
う
自
然
に
多

く
恵
ま
れ
な
が
ら
も
負
の
遺
産
と
も
言
わ
れ

る
足
尾
地
区
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
話
を
頂
き

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
親
睦
会
を
通
し
、
大
学
の
枠

を
越
え
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

活
動
実
施
状
況
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ち
ぎ
生
涯

学
習
研
究
会
の
母
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

ち
ぎ
生
涯
学
習
研
究
会
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。

（http://www.geocities/jp/npo_lsst/supporterhtm

）

緑
を
育
て
る
た
め
の
学
生
交
流
会

事 業 名機　

関　

名　
宇
都
宮
共
和
大
学

団
体
等
名　

松
本
晃
子
ゼ
ミ

学
生
代
表
者　

大
塚　

友
久

宇
都
宮
共
和
大
学
シ
テ
ィ

ラ
イ
フ
学
部
２
年

責
任
教
職
員　

松
本　

晃
子

 

　
　

宇
都
宮
共
和
大
学　

　
　
　
　
　
　

 

専
任
講
師

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

（
３
１
，３
６
６
円
使
用
、

  

６
８
，６
３
４
円
返
金
）

実
施
時
期 

平
成
21
年
12
月
５
日（
日
）

実
施
場
所　
宇
都
宮
共
和
大
学

　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パス

事
業
の
内
容
等

　

伝
統
工
芸
「
烏
山
和
紙
」
宇
都
宮
の
工
業
と
し
て

生
産
さ
れ
て
い
た
帽
子
の
材
料
で
あ
っ
た
「
木
片
織

り
」
を
再
現
さ
せ
、
伝
統
工
芸
の
新
し
い
展
開
を
試

み
た
。

　

ま
ず
、
平
成
21
年
５
月
に「
木
片
織
り
」の
歴
史
を

知
る
た
め
に
昭
和
40
年
代
後
半
ま
で
操
業
し
て
い
た

神
野
ス
パ
ル
ト
リ
ー
株
式
会
社
の
神
野
喜
三
郎
氏
に
、

当
時
の
様
子
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

木
片
と
和
紙
が
似
た
材
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
和

紙
か
ら
木
片
織
り
を
真
似
た
帽
子
や
新
し
い
商
品
開

発
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
（
ア
ウ
ト
ド
ア
缶
詰

め
）を
作
成
し
、
同
年
７
月
に
は
マッ
プ
を
持
参
し
て
烏

山
和
紙
会
の
福
田
氏
を
訪
問
し
て
開
発
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
を
行
っ
た
。同
時
に
和
紙
の
製
造
過
程
を
見

学
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
那
須
烏
山
市
への
観
光
を

検
討
。

　

10
月
に
２
年
前
に
行
っ
た
宇
都
宮
市
民
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
宇
都
宮
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
伝

統
工
芸
品
の
認
知
度
を
検
討
。さ
ら
に
松
本
先
生
の

行
っ
た
首
都
圏
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
同
じ
項
目
も

入
れ
て
、
首
都
圏
と
宇
都
宮
市
民
の
意
識
の
差
を
ま

と
め
た
。11
月
29
日
に
は
東
京
・
八
王
子
に
あ
る
和
紙

博
物
館
及
び
池
袋
の
伝
統
工
芸
館
を
見
学
し
、
和
紙

と
伝
統
工
芸
の
見
聞
を
広
め
た
。

　

こ
れ
ら
を
12
月
５
日
に
行
わ
れ
た
栃
木
県
学
生
＆

企
業
研
究
発
表
会
に
て
発
表
し
た
。

烏
山
和
紙
を
使
っ
た
雑
貨
の
提
案

事 業 名

機　

関　

名　

国
際
医
療
福
祉
大
学

団
体
等
名　

生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

学
生
代
表
者　

田
島　

み
か

国
際
医
療
福
祉
大
学
医

療
福
祉
学
部
医
療
福
祉

学
科
３
年

責
任
教
職
員　

福
井　

康
江

 

　
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療

　
　
　
　
　
　

 

福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

支
援
金
額　

１
０
０
，０
０
０
円

実
施
期
間 

平
成
22
年
１
月
〜
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　
（
応
募
期
間
）

実
施
場
所　
国
際
医
療
福
祉
大
学 

学
内

事
業
の
内
容
等

　
「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
in
国
際
医
療
福

祉
大
学
」
に
お
け
る
プ
レ
企
画
の一つ
と
し

て
、「
あ
な
た
の
大
切
な
も
の
」モ
ザ
イ
ク
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
。大
学
生
や
一
般

市
民
を
対
象
と
し
て
、
携
帯
か
ら
の
写
真

募
集
を
行
う
。そ
の
後
実
行
委
員
会
等
に

よ
り
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
作
成
し
、
本
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
に
展
示
後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
命
の

ミ
ュウ
ー
ジ
ア
ム
」に
寄
贈
す
る
。

＊
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
は
、犯
罪
・
事
故
・

悪
質
な
交
通
違
反
・
い
じ
め
・
医
療
過
誤

に
よ
っ
て
理
不
尽
に
生
命
を
奪
わ
れ
た
犠

牲
者
の
等
身
大
パ
ネ
ル
（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）

が
主
役
と
な
り
、「
命
の
重
さ
・
尊
さ
」を

訴
え
る
ア
ー
ト
展
で
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
い
の

ち
の
ミ
ュー
ジ
ア
ム
」よ
り
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
を

派
遣
し
て
い
た
だ
き
展
示
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。当
日
は
、映
画
の
上
映
や
講
演

会
も
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

（
開
催
日
平
成
22
年
５
月
８
日
〜
９
日
）

「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
in
国
際
医
療
福
祉
大
学
」プ
レ
企
画

「
あ
な
た
の
大
切
な
も
の
」モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事 業 名

平成21年度に採択された
学生支援事業は以下の
４事業でした。



栃
木
県
大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

平
成
22
年
度
学
長
懇
談
会 

お
よ
び

栃
木
県
知
事
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

ノーベル賞受賞者益川先生が語る「科学と社会」 を
テーマにした、記念講演会と討論会を開催。

　

平
成
22
年
5
月
15
日
、栃
木
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
に
て
、大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

と
ち
ぎ
設
立
５
周
年
記
念
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
Ⅰ
部
に
は
、

２
０
０
８
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞 

京
都
産
業
大
学 

益
川
敏
英

教
授
よ
り「
科
学
と
社
会
」を
テ
ー

マ
に
、高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構 
素
粒
子
原
子
核
研
究
所 

副
所
長 

山
内
正
則
教
授
よ
り「
自

然
の
非
対
称
性
の
発
見
」を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、第
Ⅱ
部
と
し
て
、「
科
学

す
る
楽
し
さ
」を
テ
ー
マ
に
、講
演

者
と
中
大
高
生
を
交
え
た
Ｑ
＆
Ａ

討
論
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
約
千
名
の
方
で
埋
め
尽

く
さ
れ
、み
な
さ
ん
熱
心
に
講
演

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。第
Ⅱ

部
の
討
論
会
で
は
出
演
し
た
学
生

が
緊
張
し
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と

し
た
発
言
で
先
生
方
に
さ
ま
ざ
ま

角
度
か
ら
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

　

平
成
22
年
7
月
31
日
、マ
ロ

ニ
エ
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
高
校
生

を
対
象
と
し
た
栃
木
県
大
学

ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
各
大

学
の
進
学
相
談
、セ
ン
タ
ー
入

試
ガ
イ
ダ
ン
ス
、お
よ
び
足
利

大
学
、
宇
都
宮
文
星
短
期
大

学
、宇
都
宮
大
学
に
よ
る
模
擬

授
業
も
行
な
わ
れ
、高
校
生
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
8
月
30
日
、チ
サ

ン
ホ
テ
ル
宇
都
宮
に
て
、学
長

懇
談
会
お
よ
び
福
田
栃
木
県

知
事
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。懇
談
会
で
は「
栃

木
県
」と「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
と
ち
ぎ
」の
連
携
強
化
や
、

組
織
的
な
留
学
生
支
援
へ
の
取

組
み
等
を
協
議
題
と
し
、実
施

に
向
け
て
、活
発
な
意
見
交
換

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。



大学コンソーシアムとちぎの
ホームページが　　　
　　　公開されています。

大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校

　大学コンソーシアムとちぎは、平成１７年４月に発足し、６年目を迎えた。

　本大学コンソーシアムは、広く地域社会や産業界の活性化に貢献し、魅力ある栃木県づくりを目指すことを目的と

しております。その目的を達成するためには、産学官連携を始め県民、市民と共生し地域力を掘り起こすシンクタンク

的役割を担うことが必要であると思っています。とは言っても「大学コンソ－シアムとちぎ」の知名度はまだ十分に認

知されているとは思いませんし、序々にでも知名度をあげるために、前述の産学官連携による特色ある事業の展開や

地域住民との交流の場の展開が必要であり実施していくことが重要とかんがえます。本大学コンソーシアムとちぎ活

動の一助となるよう事務局としてサポートしていきたいと思います。それには、構成機関の担当者等の皆様のご協力、

ご鞭撻が必須であります。お忙しいとは思いますがご協力の程よろしくお願いいたします。

　本大学コンソーシアムとちぎが、皆様から親しまれ、活躍の場となるよう努力してまいりますので、皆様のご支援を

よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局担当　　原　　正巳
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http://www.consortium-tochigi.jp/

　大学コンソーシアムとちぎではホームページ

を公開しております。大学コンソーシアムにつ

いてはもちろん、学生のみなさんには連携講座

のシラバスが掲載されており、高校生や社会人

の方も受講可能なオリジナル授業科目の申込も

こちらから出来ます。

　また、加盟する各大学の最新情報や、オープ

ンキャンパス情報もチェックできます。
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